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台
に
黙
雷
庵
を
建
て
千
家
流
の
普
及
に
努
め
、
冬
木
家
に
蔵
せ
ら
れ
て

い
た
利
休
自
筆
遺
偈
を
千
家
に
戻
す
斡
旋
を
し
て
い
る
。
宝
暦
元
年

（
一
七
五
一
）、
如
心
斎
が
没
し
て
再
び
上
洛
、
啐
啄
斎
を
養
育
し
た
四

年
京
に
留
ま
り
、
そ
の
間
に
「
雪
千
山
を
覆
ふ
も
孤
峰
白
か
ら
ず
」
の

語
か
ら
、
孤
峰
の
号
を
大
竜
和
尚
よ
り
受
け
、
不
白
と
称
し
た
。
江
戸

で
は
神
田
明
神
に
蓮
華
庵
・
花
月
楼
を
建
て
、
不
白
の
周
辺
に
は
鴻
池

を
は
じ
め
多
く
の
支
持
者
が
集
ま
り
、
東
海
寺
琳
光
院
を
再
興
の
た
め

に
開
い
た
茶
会
は
一
三
一
会
、
客
三
百
数
十
人
に
及
び
、
そ
の
寄
進
に

よ
っ
て
再
建
と
利
休
供
養
塔
の
建
立
を
果
た
し
た
。
不
白
は
俳
諧
を
堀

内
仙
鶴
に
学
び
、
の
ち
大
島
蓼
太
門
に
入
り
、
寛
政
十
年
（
一
七
九

八
）『
不
白
翁
句
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
歌

銘
に
か
わ
る
句
銘
が
茶
器
に
用
い
は
じ
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た

不
白
に
は
『
不
白
筆
記
』
を
は
じ
め
膨
大
な
茶
書
の
著
作
が
あ
り
、
茶

器
で
は
、
侘
の
中
に
も
華
や
か
さ
の
あ
る
好
物
が
多
い
。
墓
所
は
谷
中

の
安
立
寺
（
日
蓮
宗
）〔
熊
倉
功
夫
〕＊
１ 

　
こ
の
よ
う
に
茶
道
史
の
う
え
で
は
、
京
都
中
心
の
茶
道
界
か
ら
江
戸
へ

は
じ
め
に

　
川
上
不
白
（
一
七
一
九 

－

一
八
〇
七
）
は
、
茶
人
と
し
て
よ
く
知
ら
れ

る
人
物
で
、『
角
川
茶
道
大
事
典
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て

い
る
。

　 

　
江
戸
中
期
の
茶
人
。
江
戸
千
家
流
祖
。
紀
州
新
宮
、
水
野
家
中
川
上

五
郎
作
の
次
男
。
幼
名
亀
次
郎
、
名
は
新
柳
、
宗
雪
・
孤
峰
・
不
羨
・

蓮
華
庵
・
黙
雷
庵
・
円
頓
斎
な
ど
号
し
た
。
水
野
家
は
紀
州
藩
の
江
戸

家
老
職
に
あ
っ
た
の
で
、
主
君
の
指
示
を
受
け
不
白
は
十
六
歳
で
紀
州

の
茶
道
で
あ
る
表
千
家
如
心
斎
に
入
門
し
た
。
如
心
斎
が
大
徳
寺
の
無

学
宗
衍
と
相
談
し
て
七
事
式
を
制
定
し
た
際
に
も
参
与
し
、
の
ち
『
七

事
式
の
書
』
を
作
成
し
た
。
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
如
心
斎
よ
り
茶

湯
正
脈
が
授
与
さ
れ
、
四
年
後
に
は
真
台
子
が
伝
授
さ
れ
た
。
寛
延
三

年
（
一
七
五
〇
）
修
行
を
終
え
て
江
戸
へ
帰
る
節
、
送
別
の
茶
事
が
あ

り
、
如
心
齋
は
中
立
ち
の
銅
鑼
を
打
ち
残
し
、
茶
会
が
終
わ
っ
て
旅
装

の
不
白
が
露
地
を
出
よ
う
と
し
た
時
、
再
び
銅
鑼
を
打
っ
た
。
こ
れ
を

不
白
流
で
は
送
り
銅
鑼
と
し
て
大
切
に
し
て
い
る
。
不
白
は
江
戸
駿
河

【 

評
釈 

】

　『
不
白
翁
句
集
』「
春
之
部
」

　
　
　
　
　
　
―
川
上
不
白
の
句
作
か
ら
み
る
茶
の
湯
観
― 

石
　
塚
　
　
　
修
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下
り
一
派
を
興
し
、
な
お
か
つ
、
京
都
の
表
千
家
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
と
し

て
の
役
割
を
も
果
た
し
た
人
物
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
俳
諧
も
よ
く

し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。２

　
文
学
的
に
は
、「
人
情
本
『
梛
の
二
葉
』
の
モ
デ
ル
。
俳
諧
を
沾
州
・

珪
琳
・
白
峰
に
学
び
、
蓼
太
と
密
接
な
交
渉
を
も
ち
、
大
江
丸
と
も
親
交

が
あ
っ
た
３
」と
さ
れ
る
。

　
そ
の
作
品
は
、『
不
白
翁
句
集
』（
寛
政
十
・
一
七
九
八
年
）・『
不
白
翁

句
集
拾
遺
』（
文
化
七
・
一
八
一
〇
年
）
に
収
め
ら
れ
、
そ
の
全
体
像
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。４ 

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
佐
藤
悟
氏
に
よ
る
翻
刻
と

注
が
な
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
評
釈
で
も
参
照
し
た
。

　『
不
白
翁
句
集
』
の
序
文
で
、
編
者
で
あ
る
雪
太
郎
三
鴼
は
、

　
　 

　
曽
て
翁
の
風
雅
あ
ま
り
あ
る
や
、
若
き
時
ハ
沾
州
に
会
し
、
壮
年

に
は
珪
琳
に
逢
、
老
て
は
我
雪
中
庵
の
蓼
太
叟
に
ち
な
ミ
て
、
花
に

月
に
或
は
画
賛
物
〳
〵
に
ふ
れ
つ
ゝ
お
も
ひ
を
述
し
詠
あ
り
。

と
書
い
て
お
り
、
不
白
が
俳
諧
を
、
沾
徳
門
下
の
貴
志
沾
州
（
一
六
七
〇

～
一
七
三
九
）、
杉
風
門
下
の
松
木
珪
琳
（
？
～
一
七
四
二
）
に
師
事

し
、
そ
し
て
三
世
雪
中
庵
大
島
蓼
太
（
一
七
一
八
～
一
七
八
七
）
と
も
交

流
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
句
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
茶
人
で
あ

る
浜
本
宗
俊
氏
は
、「
何
れ
も
初
心
な
句
で
、
余
技
と
い
ふ
ほ
ど
に
も
な

く
、
只
折
に
ふ
れ
て
口
誦
ん
だ
程
度
の
物
で
あ
る
が
５
」
と
評
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
句
に
つ
い
て
具
体
的
な
内
容
の
検
討
ま
で
は
、

現
時
点
で
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
こ
で
は
『
不
白
翁
句
集
』「
春
之
部
」
の
な
か
か
ら
、
茶
の
湯
と
と

く
に
関
わ
り
の
深
い
と
思
わ
れ
る
も
の
を
選
定
し
、
そ
の
評
釈
を
と
お
し

て
不
白
の
茶
の
湯
観
と
茶
の
湯
と
俳
諧
と
の
関
係
を
み
て
い
く
こ
と
と
す

る
。（
な
お
、
句
読
点
な
ど
読
み
や
す
い
よ
う
に
補
っ
た
部
分
が
あ
る
）

１　

歳
旦
句

　
　
　
　
歳
旦

茶
の
道
や
古
き
を
も
て
け
さ
の
春

若
水
や
夏
よ
り
清
き
朝
ぼ
ら
け

我
菴
は
台
司
の
方
を
恵
方
哉

大
ふ
く
や
か
ハ
ら
ぬ
色
を
初
む
か
し

す
べ
て
が
改
ま
る
元
日
で
あ
る
が
茶
の
道
は
古
き
を
も
っ
て
伝
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

若
水
は
夏
の
朝
の
井
戸
の
水
よ
り
清
ら
か
で
朝
ぼ
ら
け
を
迎
え
て
い
る

こ
と
だ
。

我
が
庵
は
台
子
を
置
い
て
あ
る
座
が
恵
方
で
あ
る
こ
と
だ
。

大
福
茶
は
毎
年
変
わ
ら
な
い
色
で
あ
る
の
に
、
初
昔
と
い
う
茶
銘
が
つ

け
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
句
題
の
「
歳
旦
」
と
は
、
文
字
ど
お
り
元
旦
の
こ
と
だ
が
、
茶
の

湯
で
新
し
い
葉
茶
を
摘
め
た
茶
壺
の
口
を
切
っ
て
飲
む
口
切
り
の
茶
事
と

同
じ
く
、「
歳
旦
帖
」
や
「
歳
旦
開
」
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
俳
諧
で
は
と

く
に
こ
の
歳
旦
句
を
大
切
に
す
る
。『
不
白
翁
句
集
』
で
も
十
句
を
ま
ず

「
歳
旦
」
と
し
て
掲
げ
、
こ
の
四
句
も
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　「
古
き
を
も
て
」「
か
は
ら
ぬ
色
」
と
い
っ
た
部
分
か
ら
、
不
白
の
古
風

を
尊
び
流
行
に
流
さ
れ
な
い
と
い
う
茶
人
と
し
て
の
矜
持
が
垣
間
見
ら
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れ
、
江
戸
の
千
家
と
し
て
茶
の
湯
界
の
伝
統
を
確
実
に
継
承
し
つ
つ
、
新

た
な
茶
の
湯
愛
好
者
層
の
掘
り
お
こ
し
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
た
こ
と

を
窺
わ
せ
る
句
で
あ
る
。

　
三
句
目
の
、「
台
司
」
＝
台
子
に
つ
い
て
は
、
不
白
の
茶
の
湯
観
を
伝

え
て
い
る
『
不
白
筆
記
』（
宝
暦
八
・
一
七
五
九
頃
成
立
か
）
に
、

　
一 

　
真
台
子
御
伝
授
ハ
予
が
受
た
る
ハ
古
よ
り
今
違
申
候
　
喝
石
岩

ノ
掛
物
ヲ
以
テ
伝
之
　
宗
雪
か
家
計
ハ
子
孫
ニ
此
例
ヲ
伝
度
候
共

台
子
之
儀
ハ
子
ゆ
つ
り
無
之
筈
ニ
御
座
候
故
伝
へ
申
事
不
叶
　
別

書
ニ
認
置
申
候
　
我
子
孫
台
子
御
伝
へ
有
之
候
ハ
ゝ
如
此
御
伝
へ

被
下
度
候
　
す
た
り
不
申
様
ニ
仕
度
奉
願
候
事
別
書
ニ
残
ス
６

（
釈
文
）

　
一 

　
真
台
子
御
伝
授
は
、
予
が
受
た
る
は
、
古
よ
り
今
違
ひ
申
し

候
、
喝
石
岩
の
掛
物
を
以
て
之
を
伝
ふ
、
宗
雪
が
家
計
（
系
）
は

子
孫
に
此
の
例
を
伝
へ
た
く
候
へ
共
、
台
子
之
儀
は
子
ゆ
づ
り
之

れ
無
き
は
ず
に
御
座
候
故
、
伝
へ
申
す
事
叶
は
ず
、
別
書
に
認
め

置
き
申
し
候
、
我
子
孫
台
子
御
伝
へ
之
れ
有
り
候
は
ば
、
此
の
如

く
御
伝
へ
下
さ
り
た
く
候
、
す
た
り
申
さ
ざ
る
様
に
し
た
く
願
ひ

た
て
ま
つ
り
候
事
、
別
書
に
残
す

と
あ
る
。「
古
よ
り
今
違
申
候
」
と
は
、
一
句
目
の
「
古
き
を
も
て
」
と

相
通
じ
、
不
白
自
身
が
当
世
流
で
は
な
く
古
風
な
台
子
の
継
承
者
と
し
て

の
自
負
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。「
喝
石
岩
（
巌
）」
の
掛
け
軸
と

は
、
中
国
五
山
第
一
の
名
刹
で
虚
堂
智
愚
が
住
し
た
こ
と
も
あ
る
浙
江
省

杭
州
の
径
山
興
聖
万
寿
寺
に
あ
っ
た
喝
石
岩
に
由
来
し
、
真
台
子
の
伝
授

の
証
と
し
て
如
心
斎
か
ら
、
こ
の
字
句
を
書
い
た
軸
を
授
か
っ
た
と
い
う

の
で
あ
る
。

　「
我
菴
は
」
と
は
、
不
白
の
営
ん
だ
茶
室
黙
雷
庵
の
こ
と
と
も
よ
め
る

が
、
梅
翁
の
『
蓮
華
庵
年
中
行
事
』（
付
録
）
に
、

　
一 

　
不
白
老
師
　
駿
河
台
ム
ネ
ツ
キ
坂
下
に
住
ム
　
小
座
敷
二
畳
台

目
黙
雷
庵
ト
云
フ
　
額
ハ
如
心
斎
筆
板
ハ
杉
　
黙
雷
ノ
二
字
白
字

也
　
此
ノ
数
寄
屋
後
ニ
中
川
修
理
太
夫
様
ヘ
上
ル
　
広
座
敷
八
畳

花
月
楼
也
　
額
無
学
和
尚
筆
ナ
リ
７

（
釈
文
）

　
一 

　
不
白
老
師
、
駿
河
台
、
胸
突
坂
下
に
住
む
。
小
座
敷
二
畳
台
目

黙
雷
庵
と
云
ふ
。
額
は
如
心
斎
筆
、
板
は
杉
、
黙
雷
の
二
字
白
字

也
。
此
の
数
寄
屋
、
後
に
中
川
修
理
太
夫
様
ヘ
上
る
。
広
座
敷
八

畳
花
月
楼
也
。
額
無
学
和
尚
筆
な
り
。

と
あ
る
の
で
、
二
畳
台
目
席
に
は
台
子
は
お
か
れ
な
い
た
め
、
具
体
的
な

茶
席
を
指
す
の
で
は
な
く
、
茶
家
と
し
て
の
蓮
華
庵
と
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
蓮
華
庵
こ
そ
が
、
ま
さ
に
千
家
の
正
統
と
し
て
真
台
子
の
伝
授
を
受

け
た
茶
家
な
の
だ
と
い
う
自
負
を
語
ろ
う
と
し
て
い
る
句
で
あ
る
。
自
分

の
子
孫
に
は
台
子
の
点
前
を
伝
授
し
な
い
と
い
う
『
不
白
筆
記
』
の
記
事

も
、
不
白
が
江
戸
に
京
都
の
千
家
の
名
代
と
し
て
流
儀
を
広
め
る
こ
と
を

使
命
と
し
て
来
た
意
思
を
伝
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
ま
た
、
台
子
の
正
月
飾
り
に
つ
い
て
は
『
不
白
筆
記
』
に
、

　
一 

　
四
本
柱
台
子
正
月
元
日
よ
り
三
ケ
日
し
め
飾
ヲ
張
り
て
飾
ル
事

此
方
ニ
テ
モ
ス
ル
事
也
　
仕
様
ハ
し
め
縄
へ
常
ノ
通
ウ
ラ
シ
ロ
な

と
飾
リ
台
子
天
井
ヘ
張
リ
廻
シ
前
ニ
テ
下
リ
タ
ル
藁
ヲ
両
方
ヘ
分

ケ
テ
い
わ
へ
る
也
　
尤
其
儘
茶
点
ル
也
８

（
釈
文
）

　
一
　 

四
本
柱
台
子
、
正
月
元
日
よ
り
三
ケ
日
し
め
飾
を
張
り
て
飾
る
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事
、
此
方
に
て
も
す
る
事
也
。
仕
様
は
し
め
縄
へ
常
の
通
り
裏

白
な
ど
飾
り
、
台
子
天
井
ヘ
張
り
廻
し
、
前
に
て
下
り
た
る
藁

を
両
方
ヘ
分
け
て
結
わ
え
る
也
。
尤
も
其
の
儘
茶
点
る
也
。

と
も
あ
り
、
正
月
飾
り
と
し
て
定
着
し
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

２　

句
銘
　

　
天
府
君
よ
り
、
浪
花
の
ふ
る
国
と
や
ら
ん
か
、
住
よ
し
の
小
松
引

て
ま
い
ら
せ
た
り
し
其
松
の
根
に
付
た
る
土
に
て
茶
わ
ん
造
り
て
と

好
ミ
こ
し
玉
へ
る
に
、
手
つ
く
ね
し
つ
ゝ
、
岸
に
生
て
ふ
と
よ
ミ
し

わ
す
れ
草
と
名
つ
け
て
ま
い
ら
せ
け
る

此
松
に
ひ
か
れ
て
老
を
忘
れ
草

　
天
府
君
こ
と
、
松
平
正
升
よ
り
、
浪
花
の
旧
国
と
い
う
俳
人
が
、
住

吉
大
社
の
小
松
を
根
引
い
て
送
っ
て
き
た
の
で
、
そ
の
根
に
付
い
て
い

た
土
で
茶
碗
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
好
み
を
求
め
て
き
た
。
そ
こ
で
手
づ

く
ね
し
て
「
岸
に
生
ひ
て
ふ
」
と
和
歌
に
詠
ま
れ
た
「
わ
す
れ
草
」
と

名
づ
け
て
さ
し
あ
げ
た
。

　
こ
の
松
に
ひ
か
れ
て
つ
い
つ
い
老
い
も
忘
れ
て
し
ま
う
忘
れ
草
で
あ

る
こ
と
よ
。

　
こ
の
「
天
府
君
」
と
は
、
大
多
喜
松
平
藩
四
代
目
藩
主
松
平
正
升
（
ま

さ
の
り
）（
一
七
四
二
～
一
八
〇
三
）
の
こ
と
で
、
明
和
四
年
（
一
七
四

七
）
に
父
の
隠
居
に
よ
り
家
督
を
継
い
だ
。
明
和
七
～
八
年
に
か
け
て
大

坂
加
番
を
勤
め
た
経
験
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
大
坂
と
も
縁
が
深
か
っ
た

可
能
性
が
高
い
。「
浪
花
の
旧
国
」
こ
と
大
伴
大
江
丸
（
一
七
二
二
～
一

八
〇
五
）
は
、
俳
諧
を
初
め
旧
室
に
学
び
、
の
ち
良
能
に
入
門
、
寥
太
・

蕪
村
・
几
董
ら
と
交
わ
り
蕉
風
復
興
運
動
の
一
翼
を
担
っ
た
俳
人
で
あ

る
。
そ
の
家
業
が
飛
脚
問
屋
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
天
府

君
に
わ
ざ
わ
ざ
住
吉
大
社
の
根
引
き
松
が
届
け
、
そ
の
根
引
き
の
松
の
土

で
作
っ
た
茶
碗
な
の
で
、「
道
知
ら
ば
摘
み
に
も
行
か
む
住
の
江
の
岸
に

生
ふ
て
ふ
恋
忘
れ
草
」（『
古
今
集
』
巻
十
四
　
紀
貫
之
）
の
古
歌
に
因
ん

で
「
わ
す
れ
草
」
と
銘
を
つ
け
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
日
々
菴
に
て
茶
湯
の
時
待
合
に
あ
り
し
う
ち
、
冴
返
り
つ
ゝ
雪
の

降
出
し
け
る
に

　
淡
雪
の
降
も
茶
湯
の
花
香
哉

　
宗
雪
云
、
其
節
の
花
生
ハ
無
銘
に
て
あ
り
し
か
ハ
す
な
ハ
ち
乞
て

淡
雪
と
銘
せ
ら
れ
し

　
　
日
々
庵
で
茶
事
の
と
き
に
待
合
に
い
る
あ
い
だ
、
ひ
ど
く
冷
え
込
み

雪
も
降
り
出
し
た
の
で
、

淡
雪
の
降
る
の
も
茶
の
湯
に
欠
か
せ
な
い
し
つ
ら
え
の
花
で
あ
り
香
で

あ
る
こ
と
よ

と
詠
ん
だ
と
こ
ろ
、
宗
雪
が
言
う
こ
と
に
は
、
そ
の
折
の
花
生
け
は
銘

が
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
　「
淡
雪
」
と
銘
に
し
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　
熊
倉
氏
が
先
の
解
説
で
「
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
歌
銘
に
か
わ
る
句

銘
が
茶
器
に
用
い
は
じ
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
の
は
、
ま
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さ
に
こ
う
し
た
銘
の
付
け
方
で
あ
る
。
不
白
が
嚆
矢
か
否
か
は
検
討
の
余

地
が
あ
る
が
９
、
不
白
が
俳
諧
と
茶
の
湯
を
積
極
的
に
融
合
さ
せ
よ
う
と

し
た
こ
と
が
窺
え
る
好
例
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
不
白
が
、
如
心
斎
（
一
七
〇
五
～
一
七
五
一
）
や
そ
の
弟

で
あ
る
裏
千
家
八
代
一
燈
（
一
七
一
九
～
一
七
七
一
）
ら
と
と
も
に
大
徳

寺
三
百
七
十
八
世
無
学
宗
衍
（
一
七
二
一
～
一
七
九
一
）
に
教
え
を
得
て

制
定
し
た
「
花
月
・
且
座
・
廻
り
炭
・
廻
り
花
・
茶
カ
ブ
キ
・
一
二
三
・

員
茶
」
の
七
事
式
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
の
七
事
式
に
つ
い
て
は
、
無

学
和
尚
の
以
下
の
偈
が
よ
く
知
ら
れ
る
。

花
月
　
　
　
互
換
機
鋒
看
子
細
　 

且
座
　
　
　
是
法
住
法
位 

廻
り
炭
　
　
端
的
底
看
聻 

廻
り
花
　
　
色
即
是
空
凝
思
量
即
背

茶
カ
ブ
キ
　
干
古
干
今
裁
舌
頭
始
可
知
真
味 

一
二
三
　
　
修
証
即
不
無
染
汚
不
得 

員
茶
　
　
　
老
倒
疎
慵
無
日
　
閑
眠
高
臥
対
青
山

　
不
白
は
こ
れ
を
以
下
の
よ
う
に
句
と
し
て
詠
み
変
え
て
い
る
。

　
北
斗
七
星
あ
り
過
去
七
仏
あ
り
晋
に
七
賢
あ
れ
ハ
梨
子
壺
に
七
歌

仙
あ
り
七
情
七
教
人
事
の
要
た
れ
ハ
此
七
事
ハ
（
げ
に
）
我
家
の
七

宝
に
こ
そ
有
け
れ

花
月
　
　
　
　
光
（
り
）
増
（
す
）
秋
や
花
月
の
五
十
年

且
座
　
　
　
　
荻
萩
の
手
前
や
露
の
置
と
こ
ろ

廻
（
り
）
花
　
活
（
生
）
か
へ
る
花
を
（
に
）
千
種
の
手
向
か
な

茶
カ
フ
キ
　
　
色
々
の
月
や
心
の
は
れ
（
晴
）
く
も
り

廻
炭
　
　
　
　
紅
葉
（
も
み
ち
）
す
る
山
作
り
け
り
廻
り
炭

一
二
三
　
　
　
空
に
月
人
に
ハ
花
の
一
二
三

数
茶
　
　
　
　
秋
の
夜
を
花
に
く
つ
ろ
く
数
茶
か
な
（
哉
）

花
寄
　
　
　
　 

秋
の
野
の
錦
敷
け
り
筒
の
数
（
は
な
よ
せ
や
こ
こ
ろ
く
の 

唐
錦
10）

 

（
　 

）
は
柿
衛
文
庫
の
本
文

　
こ
の
句
に
つ
い
て
は
、『
不
白
翁
句
集
拾
遺
』
で
本
文
は
知
ら
れ
て
い

た
が
、
今
回
、
柿
衛
文
庫
で
の
『
俳
諧
と
茶
の
湯
』
展
観
に
軸
と
さ
れ
た

存
在
が
確
認
で
き
、
不
白
の
茶
の
湯
へ
の
俳
諧
の
活
用
の
例
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
。

３　

利
休
思
慕

　
　
　
　
利
休
忌

抛
て
る
茶
筌
に
花
の
匂
ひ
か
な

投
げ
捨
て
る
茶
筅
に
花
の
匂
い
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
だ
。

　
こ
れ
は
千
利
休
の
号
で
あ
る
「
抛
筌
斎
」
を
発
想
の
も
と
に
し
た
句
で

あ
る
。
こ
の
号
は
、
も
と
も
と
は
魚
を
捕
る
道
具
で
あ
る
筌
（
せ
ん
）
を

な
げ
う
つ
と
い
う
意
味
に
由
来
す
る
が
、
そ
れ
を
不
白
は
茶
の
湯
の
必
需

品
で
あ
る
茶
筌
に
転
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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聚
光
院
詣

春
毎
に
勅
許
の
居
士
や
塚
の
花

　
毎
年
の
春
に
な
り
利
休
忌
を
迎
え
る
毎
に
、
勅
許
の
「
利
休
居
士
」

の
号
を
賜
っ
た
利
休
の
墓
所
に
花
が
供
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

　　
利
休
忌
に
つ
づ
い
て
利
休
の
菩
提
寺
で
あ
る
大
徳
寺
聚
光
院
へ
の
墓
参

の
句
で
あ
る
。
利
休
居
士
の
号
は
、
利
休
が
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五

年
）
十
月
に
秀
吉
に
よ
る
正
親
町
天
皇
へ
の
禁
中
献
茶
に
奉
仕
す
る
に
あ

た
り
、
宮
中
に
参
内
す
る
た
め
に
勅
賜
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
ま
さ
に

「
勅
許
の
居
士
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
春
毎
に
」
と
あ
る
が
、
不
白
は

心
の
中
で
は
毎
年
の
墓
参
を
願
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
、

の
ち
に
、
東
海
寺
琳
光
院
に
利
休
居
士
の
供
養
等
を
勧
進
し
利
休
忌
を
年

毎
に
営
ん
だ
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

　
紫
の
ゆ
か
り
あ
れ
は
や
大
徳
寺
の
聚
光
院
に
霊
を
と
ゝ
め
給
ふ
不

審
菴
抛
筌
斎
利
休
居
士
の
宝
塔
を
東
都
万
松
山
東
海
禅
林
に
う
つ

し
ゝ
て
と
思
ひ
立
し
よ
り
、
い
つ
れ
か
此
霊
地
な
ら
ん
と
、
大
徳
寺

三
百
七
十
世
萬
輝
禅
師
宗
旭
大
和
尚
の
東
海
寺
九
十
二
世
の
輪
番
は

て
ゝ
爰
の
清
光
院
に
在
し
玉
ふ
に
合
体
し
て
そ
こ
ら
も
と
む
る
に
、

清
光
に
隣
れ
る
琳
光
院
は
堂
宇
荒
壊
し
近
こ
ろ
ハ
住
な
せ
る
僧
も
な

く
庭
ハ
荊
棘
心
の
ま
ゝ
に
ひ
ろ
こ
り
狐
狸
も
え
た
る
栖
と
や
な
す
ら

ん
、
是
を
再
興
し
且
法
塔
建
ん
ハ
猶
功
徳
大
な
ら
ん
と
思
ひ
け
る
こ

ろ
、
相
模
国
の
杜ず

多た

な
る
か
観
自
在
菩
薩
の
御
厨
子
再
興
に
御
仏
負

奉
て
此
精
舎
に
来
つ
る
。
其
破
れ
た
る
厨
子
の
う
ち
に
讖く
じ

の
笥
入
た

り
。
折
か
ら
仏
意
伺
ひ
ミ
ん
と
信
心
し
て
是
を
と
る
に
第
十
八
番
な

り
、
讖
の
詞
に
い
は
く
、
離
暗
出
明
時
　
麻
衣
変
綠
衣
　
𦾔
憂
終
是

退
　
遇
禄
応
交
輝
と
あ
り
、
此
讖
奇
な
る
か
な
妙
な
る
か
な
、
出
明

は
清
光
に
応
し
、
変
綠
衣
は
身
立
の
意
、
光
輝
ハ
則
萬
輝
也
、
遇
禄

ハ
此
大
和
尚
琳
光
院
を
中
興
し
給
ふ
へ
き
兆
に
し
て
誠
に
仏
意
祖
意

に
も
か
な
ひ
け
る
大
士
の
御
教
へ
と
発
心
決
定
し
て
、
土
石
の
功
を

つ
ミ
、
居
士
の
塔
及
び
本
堂
、
庫
裏
、
門
、
塀
迄
悉
く
成
就
し
た

り
、
殊
に
此
門
ハ
聚
楽
の
御
所
の
傍
に
あ
り
し
居
士
の
門
を
世
に
揚

土
門
と
い
ひ
し
、
是
を
こ
ゝ
に
其
摸
し
ゝ
た
る
也
。
将
此
事
跡
を
林

祭
酒
信
言
朝
臣
撰
述
あ
り
し
か
ハ
、
禅
師
筆
を
揮
て
石
上
に
勒
し
、

猶
万
歳
を
祝
し
玉
ふ
、
則
此
供
養
ハ
明
和
五
年
戊
子
春
二
月
二
十
八

日
、
居
士
の
祥
忌
正
当
也
。
東
海
寺
一
山
の
智
識
を
は
し
め
各
僧
侶

を
招
待
し
、
偈
を
も
て
拈
香
供
養
、
如
在
の
礼
を
も
て
敬
て
供
仏
斎

僧
、
時
に
萬
輝
禅
師
一
偈
あ
り
、
曰
、

大
千
沙
界
現
全
身
　
一
塔
巍
々
東
海
浜
　
地
先
苔
深
今
洒
掃
　
烔
雲

瓦
礫
為
生
春

云
々
因
て
我
又
謹
て
和

毫
端
点
出
現
全
身
　
塔
院
中
興
東
海
浜
　
薫
破
幾
入
無
鼻
孔
　
茶
香

偏
満
万
松
春

落
誠
の
慶
讃
　
挿
草
の
功
績
　
既
に
事
を
は
り
ぬ
れ
ハ
　
別
に
一
句

子
を
余
し
て

つ
き
穂
し
て
古
き
匂
ひ
や
梅
花

（
釈
文
）

紫
の
ゆ
か
り
あ
れ
ば
や
、
大
徳
寺
の
聚
光
院
に
霊
を
と
ど
め
給
ふ
。

不
審
菴
抛
筌
斎
利
休
居
士
の
宝
塔
を
東
都
万
松
山
東
海
禅
林
に
写
し
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興
東
海
浜
　
薫
破
幾
入
無
鼻
孔
　
茶
香
偏
満
万
松
春
」
と
、

落
誠
の
慶
讃
、
挿
草
の
功
績
、
既
に
事
終
は
り
ぬ
れ
ば
　
別
に
一

句
、
子
を
余
し
て
　

つ
き
穂
し
て
古
き
匂
ひ
や
梅
花

　
紫
野
大
徳
寺
と
の
縁
が
あ
る
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
京
都
の
大

徳
寺
の
聚
光
院
に
御
霊
を
祀
ら
れ
て
い
る
不
審
菴
抛
筌
斎
利
休
居
士

の
供
養
塔
を
江
戸
の
万
松
山
東
海
寺
に
お
移
し
し
て
と
思
い
立
っ
て

以
来
、
ど
こ
が
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
霊
地
で
あ
ろ
う
か
と
探
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
大
徳
寺
三
百
七
十
世
萬
輝
禅
師
宗
旭
和
尚
が
東
海
寺
九

十
二
世
の
輪
番
を
終
わ
ら
れ
て
、
東
海
寺
の
清
光
院
に
ご
滞
在
な

さ
っ
て
い
た
た
め
に
、
そ
の
あ
た
り
を
探
し
た
。
清
光
院
に
隣
り
あ

う
琳
光
院
は
堂
宇
も
荒
廃
し
て
、
近
頃
は
無
住
寺
と
な
り
、
庭
も
荒

れ
果
て
草
が
生
い
茂
り
狐
狸
の
す
み
か
と
も
な
っ
て
い
た
の
で
、
こ

れ
を
再
興
し
、
さ
ら
に
は
供
養
塔
を
建
立
す
る
の
は
、
功
徳
も
大
き

い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
頃
、
相
模
国
の
杜
多
と
い
う
者
が
、
観
音

菩
薩
の
厨
子
を
再
興
し
よ
う
と
琳
光
院
ま
で
御
仏
を
背
負
っ
て
来

た
。
そ
の
壊
れ
た
厨
子
の
な
か
に
お
み
く
じ
の
箱
が
入
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
観
音
菩
薩
の
ご
意
向
を
た
ず
ね
よ
う
と
し
て
く
じ
を
引
く
と

観
音
の
縁
日
で
あ
る
十
八
日
に
ち
な
ん
だ
十
八
番
で
あ
っ
た
。
く
じ

の
言
葉
に
は
「
離
暗
出
明
時
　
麻
衣
変
綠
衣
　
𦾔
憂
終
是
退
　
遇
禄

応
交
輝
」
と
あ
っ
た
。
こ
の
く
じ
の
ま
こ
と
に
奇
跡
で
あ
っ
た
。
そ

れ
ぞ
れ
は
、
出
明
は
清
光
院
の
清
光
に
呼
応
し
、
変
綠
衣
は
身
立
の

意
味
、
光
輝
は
ま
さ
に
萬
輝
和
尚
の
萬
輝
で
あ
る
。
遇
禄
と
は
萬
輝

和
尚
が
琳
光
院
を
中
興
な
さ
る
兆
候
で
、
誠
に
仏
意
祖
意
に
も
か
な

し
て
と
、
思
ひ
立
し
よ
り
、
い
づ
れ
か
此
の
霊
地
な
ら
ん
と
、
大
徳

寺
三
百
七
十
世
萬
輝
禅
師
宗
旭
大
和
尚
の
東
海
寺
九
十
二
世
の
輪
番

果
て
て
、
爰
の
清
光
院
に
在
し
給
ふ
に
合
体
し
て
、
そ
こ
ら
も
と
む

る
に
、
清
光
に
隣
れ
る
琳
光
院
は
堂
宇
荒
壊
し
、
近
ご
ろ
は
住
な
せ

る
僧
も
な
く
、
庭
は
荊
棘
心
の
ま
ゝ
に
広
ご
り
、
狐
狸
も
得
た
る
栖

と
や
な
す
ら
ん
、
是
を
再
興
し
、
且
つ
法
塔
建
ん
は
、
猶
ほ
功
徳
大

な
ら
ん
と
思
ひ
け
る
こ
ろ
、
相
模
国
の
杜
多
な
る
が
観
自
在
菩
薩
の

御
厨
子
再
興
に
、
御
仏
負
ひ
奉
て
、
此
の
精
舎
に
来
つ
る
。
其
の
破

れ
た
る
厨
子
の
う
ち
に
讖
の
笥
入
り
た
り
。
折
か
ら
仏
意
伺
ひ
み
ん

と
信
心
し
て
是
を
と
る
に
、
第
十
八
番
な
り
。
讖
の
詞
に
い
は
く

「
離
暗
出
明
時
　
麻
衣
変
綠
衣
　
𦾔
憂
終
是
退
　
遇
禄
応
交
輝
」
と

あ
り
、
此
の
讖
奇
な
る
か
な
妙
な
る
か
な
、
出
明
は
清
光
に
応
じ
、

変
綠
衣
は
身
立
の
意
、
光
輝
は
則
ち
萬
輝
也
、
遇
禄
は
此
れ
大
和
尚

琳
光
院
を
中
興
し
給
ふ
べ
き
兆
し
に
し
て
、
誠
に
仏
意
祖
意
に
も
か

な
ひ
け
る
大
士
の
御
教
へ
と
発
心
決
定
し
て
、
土
石
の
功
を
積
み
、

居
士
の
塔
及
び
本
堂
、
庫
裏
、
門
、
塀
迄
悉
く
成
就
し
た
り
。
殊
に

此
門
は
聚
楽
の
御
所
の
傍
に
あ
り
し
居
士
の
門
を
世
に
揚
土
門
と
い

ひ
し
、
是
れ
を
こ
こ
に
其
れ
摸
し
し
た
る
也
。
将
に
此
の
事
跡
を
林

祭
酒
信
言
朝
臣
撰
述
あ
り
し
か
ば
、
禅
師
筆
を
揮
て
石
上
に
勒
し
、

猶
ほ
万
歳
を
祝
し
給
ふ
。
則
ち
此
の
供
養
は
明
和
五
年
戊
子
春
二
月

二
十
八
日
、
居
士
の
祥
忌
正
当
也
。
東
海
寺
一
山
の
智
識
を
は
じ
め

各
僧
侶
を
招
待
し
、
偈
を
も
て
拈
香
供
養
、
如
在
の
礼
を
も
て
敬
て

供
仏
斎
僧
、
時
に
萬
輝
禅
師
一
偈
あ
り
、
曰
く
、「
大
千
沙
界
現
全

身
　
一
塔
巍
々
東
海
浜
　
地
先
苔
深
今
洒
掃
　
烔
雲
瓦
礫
為
生
春
」

云
々
、
因
て
我
れ
又
た
謹
て
和
す
。「
毫
端
点
出
現
全
身
　
塔
院
中
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箱
が
あ
り
引
い
て
み
る
と
、
ま
さ
に
再
興
の
意
向
を
言
い
当
て
た
内
容
で

あ
っ
た
た
め
、
不
白
は
再
興
の
意
思
を
い
よ
い
よ
固
め
た
と
い
う
。

　
再
興
は
順
調
に
進
み
、
そ
の
山
門
は
聚
楽
第
の
側
に
あ
っ
た
利
休
屋
敷

の
門
を
と
く
に
写
し
た
も
の
と
し
た
。
利
休
の
事
跡
を
幕
府
の
儒
官
林
家

の
五
代
目
林
鳳
谷 

（
は
や
し 

ほ
う
こ
く
　
一
七
二
一
年
～
一
七
七
四
）

に
依
頼
し
て
、
萬
輝
禅
師
が
揮
毫
し
た
。
落
慶
供
養
は
明
和
五
年
（
一
七

六
八
）
二
月
二
十
八
日
の
利
休
忌
に
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
た
11。 

　
萬
輝
宗
旭
は
「
東
海
寺
輪
番
」
に
よ
る
と
、

　
　
九
十
二
世
　
萬
輝
宗
旭
和
尚

　
嗣
法
大
渓
座
元
、
大
渓
嗣
萬
拙
。
宝
暦
七
年
出
世
。
同
十
年
東
海

寺
輪
番
。
天
明
三
年
十
一
月
十
九
日
寂
。
寿
七
十
又
七
12。 

と
あ
る
。
竹
貫
元
勝
は
、

　
　 

萬
輝
宗
旭
（
一
七
〇
七
～
八
三
）
は
、
近
江
の
人
で
、
徳
禅
寺
の
天

渓
紹
策
の
法
嗣
で
あ
る
。
天
渓
は
　
大
徳
寺
二
九
八
世
の
萬
拙
宗
庸

（
一
六
六
七
～
一
七
二
二
）
の
弟
子
で
、
清
巌
宗
渭
の
法
系
を
嗣
い

で
い
る
。
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
に
出
世
開
堂
し
て
大
徳
寺
三
七

〇
世
と
な
り
、
宝
暦
一
〇
年
に
品
川
・
東
海
寺
の
輪
番
を
つ
と
め

る
。
大
徳
寺
泰
勝
庵
に
五
世
と
し
て
住
し
、
ま
た
「
清
光
」
を
兼
知

し
た
と
い
う
が
、
こ
の
清
光
は
清
巌
宗
渭
が
開
創
し
た
東
海
寺
塔
頭

の
清
光
院
の
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）

一
一
月
一
九
日
、
世
寿
七
七
で
示
寂
し
た
13。

と
解
説
し
て
い
る
が
、
琳
光
院
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。

　「
東
海
塔
頭
十
七
順
席
」
に
よ
る
と
、

玄
性
院
　
祖
沢
庵
　
長
松
院
　
同
　
　
　
妙
解
院
　
　
同
　

雲
龍
院
　
同
　
　
　
清
光
院
　
祖
清
巌
　
定
彗
院
　
祖
江
雪

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
建
立
を
は
じ
め
、
利
休
居
士
の
塔
及

び
本
堂
、
庫
裏
、
門
、
塀
ま
で
す
べ
て
完
成
さ
せ
た
。
と
く
に
、
こ

の
門
は
秀
吉
の
聚
楽
第
の
御
所
の
傍
に
あ
っ
た
居
士
の
門
を
、
世
に

揚
土
門
と
い
っ
た
の
を
、
こ
こ
に
模
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ

の
事
跡
を
林
祭
酒
信
言
朝
臣
撰
述
に
よ
っ
て
、
禅
師
が
揮
毫
し
て
石

に
刻
ん
で
、
末
永
く
祝
し
な
さ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
供
養
は
明
和
五

年
戊
子
春
二
月
二
十
八
日
で
、
居
士
の
祥
忌
正
当
の
日
で
あ
っ
た
。

東
海
寺
一
山
の
智
識
を
は
じ
め
各
僧
侶
を
招
待
し
、
偈
を
以
っ
て
拈

香
供
養
、
如
在
の
礼
を
以
っ
て
敬
て
供
仏
斎
僧
、
時
に
萬
輝
禅
師
一

偈
が
あ
り
、
そ
れ
に
言
う
こ
と
に
は
、「
大
千
沙
界
現
全
身
　
一
塔

巍
々
東
海
浜
　
地
先
苔
深
今
洒
掃
　
烔
雲
瓦
礫
為
生
春
」
云
々
と

あ
っ
た
。
そ
こ
で
私
が
ま
た
謹
ん
で
唱
和
し
た
。「
毫
端
点
出
現
全

身
　
塔
院
中
興
東
海
浜
　
薫
破
幾
入
無
鼻
孔
　
茶
香
偏
満
万
松
春
」

と
、
落
誠
の
慶
讃
、
挿
草
の
法
要
が
既
に
事
終
わ
っ
た
の
で
　
別
に

一
句
、
子
を
余
し
て
　

あ
ら
た
に
穂
を
つ
い
で
も
古
い
香
り
を
た
だ
よ
わ
せ
る
梅
の
花
で
あ

る
こ
と
だ

　
不
白
は
、
大
徳
寺
聚
光
院
に
あ
る
利
休
居
士
の
宝
塔
の
写
し
を
江
戸
の

東
海
寺
に
作
ろ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
の
土
地
を
選
ん
だ
と
こ
ろ
、
大
徳

寺
三
百
七
十
世
を
つ
と
め
た
萬
輝
宗
旭
禅
師
（
一
七
〇
七

－

一
七
八
三
）

が
東
海
寺
九
十
二
世
の
輪
番
を
終
わ
り
、
東
海
寺
の
清
光
院
に
永
住
す
る

こ
と
に
し
た
の
に
ち
な
み
、
隣
の
あ
れ
は
て
た
琳
光
院
を
再
興
し
て
、
そ

こ
に
そ
の
宝
塔
を
建
て
よ
う
と
し
た
。
た
ま
た
ま
相
模
国
の
杜
多
と
い
う

者
が
観
音
の
厨
子
を
、
再
興
に
あ
わ
せ
て
持
参
し
た
が
、
そ
の
中
に
籤
の
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し
た
大
徳
寺
系
の
人
脈
を
活
用
し
た
可
能
性
が
高
い
。

　
し
か
し
、
そ
の
不
白
の
努
力
は
没
後
ま
で
は
つ
づ
か
な
か
っ
た
よ
う

で
、
約
六
十
年
後
に
は
、
林
述
斎
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
よ
れ
ば
、

琳
光
院
　
南
門
ヲ
入
テ
右
ニ
ア
リ
是
モ
住
僧
ナ
ク
清
光
院
ノ
持
ト
ス

小
鐘
ア
リ
陣
鐘
ナ
リ
或
ハ
朝
鮮
ヨ
リ
舶
来
セ
シ
ト
モ
云
高
一
尺
六
寸

径
一
尺
一
分
厚
一
寸
二
分
古
色
ノ
物
ナ
リ
又
境
内
ニ
喫
茶
家
利
久
ノ

墓
ア
リ
後
人
ノ
立
シ
所
ナ
リ
18

と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。

　
　 

　
扨
此
院
此
塔
成
就
し
て
よ
り
年
々
歳
々
の
春
、
利
休
忌
と
号
し

つ
ゝ
此
所
に
会
し
て
、
先
師
如
心
斎
の
巧
夫
に
成
し
七
事
の
式
を
も

て
、
居
士
の
霊
を
祭
る
事
と
ハ
な
り
ぬ

　
め
く
む
茶
の
恵
ミ
を
摘
て
手
向
か
な

　　
　 

　
さ
て
、
こ
の
琳
光
院
が
完
成
し
て
か
ら
毎
年
の
春
に
、
利
休
忌
と

称
し
て
こ
こ
に
集
ま
っ
て
、
先
師
で
あ
る
如
心
斎
が
工
夫
さ
れ
た
七

事
式
で
も
っ
て
、
利
休
居
士
の
霊
を
お
祭
り
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
　
芽
を
出
す
茶
の
恵
み
を
摘
み
手
向
け
と
す
る
こ
と
で
あ
る
よ
。

　
こ
う
し
て
琳
光
院
に
利
休
居
士
の
宝
塔
を
建
立
し
、
江
戸
で
の
千
家
の

精
神
的
な
よ
り
ど
こ
ろ
を
作
っ
た
不
白
は
、
毎
年
、
利
休
忌
を
江
戸
で
も

お
こ
な
う
よ
う
に
な
る
。「
七
事
の
式
」
と
は
、
如
心
斎
が
弟
で
あ
る
裏

千
家
八
代
一
燈
ら
と
と
も
に
無
学
宗
衍
に
教
え
を
得
て
制
定
し
た
「
花

月
・
且
座
・
廻
り
炭
・
廻
り
花
・
茶
カ
ブ
キ
・
一
二
三
・
員
茶
」
の
こ
と

で
、
そ
れ
を
利
休
忌
に
は
披
露
し
て
利
休
居
士
の
供
養
と
し
た
と
い
う
の

春
雨
庵
　
祖
沢
庵
　
慈
雲
庵
　
　
　
　
　
少
林
院

師
聖
院
　
祖
天
倫
　
法
雲
院
　
　
　
　
　
琳
光
院
　
祖
萬
輝

真
珠
院
　
祖
秀
山
　
高
源
院
　
祖
怡
渓
　
瑞
泉
院

泰
定
院
　
祖
龍
睡
　
白
雲
庵
　
祖
天
柱
14

　
と
あ
り
、
萬
輝
が
開
祖
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
坂
本

道
夫
「
東
海
寺
塔
頭
の
創
建
に
つ
い
て
」
で
は
、
寛
政
四
年
（
一
七
九

二
）
の
「
寺
社
奉
行
板
倉
周
防
守
御
尋
へ
の
書
上
之
扣
」
を
引
用
し
て
お

り
、
そ
こ
に
は
、

一
、 

琳
光
院
開
祖
　
天
倫
和
尚
　
元
禄
七
年
戌
年
建
立
、
後
敗
壊
、
中

興
開
祖
萬
輝
和
尚
、
中
興
施
主
川
上
不
白
、
当
時
清
光
院
兼
帯
15

と
い
う
記
事
が
見
ら
れ
る
と
す
る
。
伊
藤
克
己
「
品
川
東
海
寺
の
塔
頭
16」

も
天
倫
と
し
て
い
る
。
こ
の
天
倫
と
は
、
天
倫
宗
忽
（
一
六
二
六
～
九

七
）
の
こ
と
で
あ
り
、
竹
貫
元
勝
に
よ
る
と
、

　
天
倫
宗
忽
（
一
六
二
六
～
九
七
）
は
「
不
可
得
道
人
」
と
号
し
た
。

京
都
の
出
身
で
、
俗
姓
は
上
月
氏
で
あ
る
。
寛
永
一
四
年
（
一
六
三

七
）
に
高
桐
院
の
清
巌
宗
渭
に
師
事
し
、
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
に

印
可
さ
れ
、
法
嗣
と
な
る
。
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
に
大
徳
寺
に
奉

勅
入
寺
し
て
二
一
八
世
と
な
り
、
清
源
庵
に
住
し
た
。
翌
延
宝
四
年
に

品
川
・
東
海
寺
の
輪
番
を
つ
と
め
た
が
、
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
六

月
に
四
代
将
軍
家
綱
（
厳
有
院
殿
）
の
命
を
奉
じ
て
東
海
寺
住
持
と

な
っ
た
。17

と
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
天
倫
と
萬
輝
を
つ
な
ぐ

人
物
は
清
巌
宗
渭
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
清
巌
は
千
家
三
代
宗
旦
と
深
い

関
係
を
持
つ
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
不
白
が
江
戸
で
の
千
家
の
精

神
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
利
休
の
供
養
塔
を
建
立
す
る
に
あ
た
り
、
そ
う
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宝
暦
十
庚
辰
三
月
十
八
日
承
輪
住
命
、
八
月
二
十
六
日
進
寺
、
九

月
二
十
八
日
登
城
、
謁
台
顔
伸
大
将
軍
叙
嗣
之
賀
、
…
…
三
月
晦
日

東
叡
山
随
自
意
院
宮
（
＊
傍
注
／
公
遵
法
親
王
、
中
御
門
天
皇
第
二

皇
子
）
入
輿
　
為
苑
中
一
覧
也
、
…
…

　
宝
暦
十
一
年
辛
巳
年
八
月
廿
六
日
　
　
宗
旭
（
花
押
19）

と
あ
り
、
萬
輝
の
輪
番
中
に
も
公
遵
が
東
海
寺
を
訪
問
し
て
い
る
の
で
、

不
白
と
公
遵
の
関
係
を
と
り
も
っ
た
の
は
萬
輝
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
　
　 

最
上
乗
院
法
親
王
の
上
野
の
本
坊
に
め
さ
れ
て
、
御
茶
湯
の
事
申

上
げ
よ
と
お
そ
れ
お
ほ
く
も
御
師
範
の
御
ゆ
る
し
蒙
り
し
時

　
　
伏
て
み
る
雲
の
上
野
の
桜
か
な

　
こ
の
最
上
乗
院
法
親
王
と
は
、
公
啓
法
親
王
（
一
七
三
三
～
一
七
七

二
）
の
こ
と
で
東
叡
山
寛
永
寺
八
世
、
輪
王
寺
宮
御
門
跡
第
六
世
、
天
台

座
二
主
百
八
世
を
つ
と
め
、
最
上
乗
院
前
天
台
座
主
一
品
公
啓
法
親
王
と

呼
ば
た
人
物
で
あ
る
。
東
山
天
皇
の
皇
孫
で
中
御
門
天
皇
の
養
子
と
な

り
、
寛
保
四
年
に
得
度
し
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
輪
王
寺
門
跡
、
宝

暦
一
二
年
（
一
七
六
二
）
天
台
座
主
と
な
っ
た
。

　
不
白
は
こ
の
公
啓
法
親
王
に
も
召
し
出
さ
れ
て
、
茶
の
湯
の
師
範
と
な

る
。「
雲
の
上
野
」
に
は
「
雲
の
上
」
が
掛
け
ら
れ
て
い
て
、
ま
さ
に
雲

の
上
に
い
る
輪
王
寺
の
宮
様
に
茶
の
湯
を
教
授
す
る
こ
と
へ
の
畏
敬
を
表

し
て
い
る
。

　
　 

内
裏
へ
う
ち
〳
〵
献
し
奉
り
玉
ふ
よ
し
准
后
の
お
ほ
せ
を
蒙
り
、
御

で
あ
る
。

４　

京
都
人
脈

　 

東
叡
大
王
随
宜
楽
院
の
准
后
の
宮
、
或
時
、
此
琳
光
院
に
渡
御
な
ら
せ

玉
ひ
け
る
に
御
茶
奉
り
て

御
園
の
花
や
竹
田
の
森
祝
ひ

　
随
宜
楽
院
の
准
后
の
宮
と
は
、
公
遵
法
親
王
（
一
七
二
二
～
一
七
八

八
）
の
こ
と
で
、
東
叡
山
寛
永
寺
七
世
と
九
世
、 

輪
王
寺
宮
御
門
跡
第
五

世
と
七
世
と
天
台
座
主
第
二
百
三
世
も
つ
と
め
、
随
宜
楽
院
前
天
台
座
主

准
三
宮
一
品
公
遵
法
親
王
と
呼
ば
れ
る
。
中
御
門
天
皇
の
第
二
皇
子
で
、

享
保
一
六
年
（
一
七
三
一
）
に
得
度
し
て
公
遵
を
名
乗
り
、
元
文
三
年

（
一
七
三
七
）
三
月
に
輪
王
寺
門
跡
継
承
す
る
。
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）

三
月
一
六
日
一
品
に
昇
格
し
て
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
五
月
に
は
天

台
座
主
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
七
月
に
は
准
三
宮
に
な
る
。
宝
暦
二

年
（
一
七
五
二
）
八
月
に
隠
居
し
て
随
自
意
院
宮
と
称
し
た
が
、
明
和
九

年
（
一
七
七
二
）
九
月
に
輪
王
寺
門
跡
を
再
任
し
、
安
永
九
年
（
一
七
八

〇
）
三
月
に
隠
居
し
、
随
宜
楽
院
宮
と
称
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
名
門
が
不
白
の
再
興
し
た
琳
光
院
に
お
で
ま
し
に
な
っ
た

こ
と
は
、
ま
さ
に
不
白
に
と
っ
て
は
栄
誉
の
極
み
で
あ
っ
た
。「
御
園
の

花
」
と
は
ま
さ
に
公
遵
法
親
王
の
こ
と
で
あ
り
、「
竹
田
」
は
茶
師
、

「
森
」「
祝
」
も
そ
れ
ぞ
れ
茶
銘
に
関
わ
る
語
で
も
あ
る
。

　
公
遵
の
東
海
寺
訪
問
は
史
実
と
し
て
も
確
認
で
き
る
。
東
海
寺
「
重

書
」
に
よ
る
と
、
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そ
の
稽
古
の
日
に
「
花
月
」
を
題
と
し
て
の
句
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
茶

の
湯
の
花
月
の
式
が
意
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
花
月
の
式
と
は

如
心
斎
ら
が
考
案
し
た
茶
の
湯
の
稽
古
の
一
形
式
で
折
据
と
呼
ば
れ
る
開

閉
式
の
包
み
に
札
が
入
れ
て
あ
り
、
そ
の
当
た
り
外
れ
で
茶
を
点
て
た
り

飲
ん
だ
り
す
る
。
こ
の
「
晴
曇
る
」
と
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
役
札
の
当
た

り
外
れ
に
よ
る
参
加
者
た
ち
の
反
応
を
想
像
さ
せ
、「
ひ
ら
く
」
と
は
札

を
入
れ
る
折
据
を
「
開
く
」
様
子
を
連
想
さ
せ
る
句
と
な
っ
て
い
る
。

６　

東
海
寺
以
外
と
の
交
流

巨
福
山
建
長
寺
の
山
門
ハ
同
国
長
谷
寺
の
観
世
音
の
御
堂
な
り
し

を
、
む
か
し
其
御
堂
修
補
の
時
、
其
古
材
を
引
て
建
た
り
し
も
の
と

か
や
、
夫
を
又
此
開
山
大
覚
蘭
渓
禅
師
五
百
年
忌
の
法
養マ
マ

に
修
営
有

し
か
ハ
、
土
木
の
助
、
予
か
微
力
を
進
し
時
、
此
一
本
を
乞
と
り
て

東
都
に
ひ
か
せ
、
道
安
好
の
数
寄
屋
を
た
て
ゝ
床
柱
に
用
ひ
た
り
、

誠
に
千
載
の
古
木
友
と
と
し
て
な
を
老
を
養
ふ
へ
し

活
て
み
る
春
や
む
か
し
を
花
の
友

　
巨
福
山
建
長
寺
は
神
奈
川
県
鎌
倉
市
に
あ
る
鎌
倉
五
山
の
第
一
位
の
臨

済
宗
建
長
寺
派
の
大
本
山
で
あ
る
。
北
条
時
頼
が
聖
一
国
師
と
と
も
に
建

て
、
建
長
五
（
一
二
五
三
）
年
に
南
宋
か
ら
来
日
し
て
い
た
蘭
渓
道
隆

（
一
二
一
三
～
一
二
七
八
）
を
開
山
と
す
る
。
長
谷
寺
は
同
じ
く
鎌
倉
に

あ
る
寺
で
、
本
尊
が
奈
良
の
長
谷
寺
の
十
一
面
観
音
と
同
じ
木
で
作
ら
れ

た
と
伝
え
ら
れ
る
。
蘭
渓
道
隆
の
五
百
年
忌
に
あ
わ
せ
て
建
長
寺
の
山
門

を
修
復
し
た
と
あ
る
が
、
実
際
に
は
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
に
二
百
一

花
生
た
て
ま
つ
り
け
る
こ
ろ

　
九
重
の
花
に
仰
く
や
一
重
切

　
公
遵
法
親
王
や
公
啓
法
親
王
と
の
交
流
に
よ
り
、
不
白
の
茶
の
湯
の
世

界
は
広
が
り
を
見
せ
、
内
々
に
内
裏
に
不
白
作
の
一
重
切
の
竹
の
花
入
れ

が
献
上
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
不
白
が
京
都
を
離
れ
て
江
戸
に
下
っ

た
理
由
は
、
お
そ
ら
く
は
京
都
で
の
如
心
斎
門
下
と
の
軋
轢
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
京
都
を
追
わ
れ
て
き
た
不
白
に
と
っ
て

内
々
で
は
あ
っ
て
も
宮
中
に
自
作
の
花
入
れ
が
献
上
で
き
る
環
境
を
得
ら

れ
た
こ
と
は
、
な
に
よ
り
も
名
誉
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

５　

外
様
大
名
と
の
人
脈

　
　
長
門
少
将
重
就
朝
臣
、
茶
御
稽
古
の
日
、
或
と
き
花
月
を
題
し
て

　
晴
曇
る
中
に
ひ
ら
く
や
月
に
花

　
　
毛
利
重
就
公
の
、
茶
の
湯
の
お
稽
古
の
あ
る
と
き
、「
花
月
」
と
題
し
て

　 

花
月
の
札
を
引
い
た
客
た
ち
が
役
札
（
や
く
ふ
だ
）
で
あ
る
月
の
札
や

花
の
札
に
、
当
た
り
外
れ
で
晴
れ
た
り
曇
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
だ
。

　　
長
門
少
将
重
就
朝
臣
と
は
萩
藩
七
代
藩
主
主
毛
利
重
就
（
し
げ
な
り
）

（
一
七
二
五
～
一
七
八
九
）
の
こ
と
で
、
長
門
府
中
藩
主
八
代
で
あ
っ
た

が
、
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
に
宗
家
と
な
っ
た
。
殖
産
興
業
に
つ
と

め
、
藩
中
興
の
名
君
と
さ
れ
る
。
不
白
は
こ
う
し
た
大
名
に
も
稽
古
を
し

て
い
た
。
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れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

８　

如
心
斎
へ
の
思
い

先
師
如
心
翁
と
ゝ
も
に
嵯
峨
に
遊
ひ
け
る
こ
ろ
、
西
行
堂
に
て

西
行
の
む
か
し
を
け
ふ
の
桜
哉

先
師
で
あ
る
如
心
斎
と
共
に
、
嵯
峨
に
出
か
け
て
い
た
こ
ろ
に
、
西
行

堂
で
詠
ん
だ

西
行
の
昔
を
偲
ば
せ
る
今
日
の
桜
で
あ
る
こ
と
よ

 

　
如
心
斎
は
不
白
の
ま
さ
に
心
の
師
で
も
あ
っ
た
。
は
や
く
に
不
白
の
才

能
を
見
い
だ
し
、
開
花
さ
せ
よ
う
と
し
た
た
め
、
古
く
か
ら
の
門
弟
た
ち

と
不
白
と
の
間
に
軋
轢
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
は
古
く

か
ら
言
わ
れ
て
い
る
。21 

先
の
熊
倉
氏
の
解
説
に
も
「
寛
延
三
年
（
一
七

五
〇
）
修
行
を
終
え
て
江
戸
へ
帰
る
節
、
送
別
の
茶
事
が
あ
り
、
如
心
齋

は
中
立
ち
の
銅
鑼
を
打
ち
残
し
、
茶
会
が
終
わ
っ
て
旅
装
の
不
白
が
露
地

を
出
よ
う
と
し
た
時
、
再
び
銅
鑼
を
打
っ
た
。
こ
れ
を
不
白
流
で
は
送
り

銅
鑼
と
し
て
大
切
に
し
て
い
る
」
と
あ
る
よ
う
に
不
白
を
心
な
ら
ず
も
江

戸
へ
と
旅
立
た
せ
た
。
そ
ん
な
師
と
と
も
に
不
白
は
季
節
ご
と
に
京
都
の

あ
ち
こ
ち
を
清
遊
し
た
の
だ
ろ
う
。
後
に
、
自
ら
も
西
行
法
師
の
よ
う
に

東
国
に
下
る
運
命
に
あ
る
と
は
、
こ
の
句
を
詠
ん
だ
と
き
に
は
予
想
だ
に

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

世
万
拙
碩
誼
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
。
そ
の
余
材
を
道
安
好
み
の
茶
室
の

床
柱
と
し
た
の
で
あ
る
。
不
白
は
当
時
五
十
八
才
で
、
五
十
五
才
で
自
得

斎
宗
雪
に
家
督
を
譲
り
悠
々
自
適
の
茶
の
湯
を
楽
し
む
生
活
の
な
か
で
、

こ
う
し
た
鎌
倉
の
寺
院
と
の
交
流
も
積
極
的
に
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

７　

禅
味
と
茶
味

　

三
鴼
問
如
何
是
茶
　
答
曰

立
帰
み
よ
我
宿
の
む
め
の
花

　
三
鴼
は
『
不
白
翁
句
集
』
の
序
文
を
書
い
た
俳
人
だ
が
、
出
自
は
よ
く

わ
か
っ
て
い
な
い
。
大
島
蓼
太
に
俳
諧
を
学
び
、
振
々
亭
と
い
う
結
社
を

も
っ
て
活
躍
し
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
。
不
白
の
近
隣
に
住
ん
で
い

た
こ
と
は
「
今
の
玄
盧
ハ
我
が
白
屋
に
隣
れ
ハ
」
と
序
文
に
あ
る
こ
と
か

ら
わ
か
り
、
そ
の
た
め
親
し
い
不
白
に
「
茶
と
は
な
ん
ぞ
や
」
と
の
ま
る

で
禅
問
答
の
よ
う
な
質
問
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。20 

不
白
は
そ
れ
に
た
い
し

て
俳
人
仲
間
と
し
て
句
で
答
え
た
。
他
人
に
尋
ね
て
答
え
を
得
よ
う
と
せ

ず
、
ま
ず
は
自
分
に
立
ち
帰
っ
て
考
え
て
み
な
さ
い
と
い
う
句
意
と
な
る
。

『
不
白
筆
記
』
で
は
、

一
　 

茶
之
湯
ハ
常
ノ
事
也
　
道
心
礼
義
第
一
也
　
…
…
仮
ニ
モ
我
ト
人

ト
ヲ
出
来
ス
事
な
か
れ
　
我
ト
人
と
の
二
身
在
ハ
茶
道
ニ
あ
ら
す

…
…

と
教
え
、
我
と
他
人
と
の
区
別
の
あ
る
う
ち
は
茶
道
で
は
な
い
と
ま
で
言

い
切
っ
て
い
る
。「
立
ち
帰
り
み
よ
」
と
は
、
そ
う
し
た
意
味
も
込
め
ら
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い
る
。
ま
た
高
木
蒼
梧
『
俳
諧
人
名
辞
典
』（
巖
南
堂
書
店
　
一
九
六
〇
）
に
も

俳
人
と
し
て
所
載
が
あ
る
。

　
３
　  

尾
形
仂
編
『
俳
文
学
大
辞
典
普
及
版
』（
角
川
学
芸
出
版
　
二
〇
〇
八
　
項
目
執

筆
・
佐
藤
悟
）
八
一
七
頁

　
４
　 

江
戸
千
家
茶
の
湯
研
究
所
『
不
白
翁
句
集
』　
講
談
社
　
一
九
八
一

　
５
　 

浜
本
宗
俊
「
不
白
の
茶
」（
井
口
海
仙
ほ
か
編
『
茶
道
全
集
』
巻
十
一
　
創
元
社

　
一
九
三
七
） 

四
〇
三
頁

　
６
　 

江
戸
千
家
茶
の
湯
研
究
所
『
不
白
筆
記
』
一
九
八
七

　
７
　 

川
上
宗
雪
「
川
上
不
白
の
茶
道
社
会
」『
武
家
茶
道
の
系
譜
』（
一
九
八
三
　
ぺ
り

か
ん
社
）
二
一
九

－

二
五
六
頁

　
８
　 

江
戸
千
家
茶
の
湯
研
究
所
『
不
白
筆
記
』
一
九
八
七
　
一
三
五

－

一
三
六
頁

　
９
　 

千
宗
旦
作
茶
杓
・
随
流
斎
極
書
　
句
銘
「
初
雪
に
主
客
む
つ
ま
し
釜
の
煮
」
の
存

在
が
認
め
ら
れ
る
。（
筒
井
紘
一
『
茶
道
具
は
語
る
』
淡
交
社
　
二
〇
一
三
　

　
　
　
一
三
二
頁
）

　
10
　  

柿
衛
文
庫
『
俳
諧
と
茶
の
湯
』
平
成
二
九
年
秋
季
特
別
展
図
録
　
二
一
頁

　
11
　 

川
上
宗
雪
『
茶
人
川
上
不
白
』
茶
の
湯
研
究
所
　
二
〇
〇
七
　
六
二
頁
で
は
「
玄

性
院
に
利
休
居
士
の
法
塔
が
場
所
を
移
さ
れ
て
伝
わ
っ
て
い
る
」
と
す
る
が
「
清

光
院
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
12
　 「
東
海
寺
輪
番
」『
沢
庵
和
尚
全
集
』
六
　（
同
刊
行
会
　
一
九
二
八
）　
二
六
頁

　
13
　 

竹
貫
元
勝
『
大
徳
寺
僧
の
略
歴
』（
淡
交
社 

二
〇
一
二
） 

一
六
〇
頁

　
14
　 「
東
海
塔
頭
十
七
順
席
」『
沢
庵
和
尚
全
集
』
六
（
同
刊
行
会
　
一
九
二
八
）　

　
　
　
三
八
頁

　
15
　 

坂
本
道
夫
「
東
海
寺
塔
頭
の
創
建
に
つ
い
て
」（『
品
川
歴
史
館
紀
要
』
第
二
号
　

一
九
八
七
）
九
一
頁

　
16
　 

伊
藤
克
己
「
品
川
東
海
寺
の
塔
頭
」 （『
品
川
歴
史
館
紀
要
』
第
六
号
　
一
九
九
一
）

九
頁

　
17
　 

竹
貫
元
勝
『
大
徳
寺
僧
の
略
歴
』（
淡
交
社 

二
〇
一
二 

） 

一
二
〇
頁

　
18
　  
林
述
斎
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』（
文
政
一
一
・
一
八
二
八
年
成
立
）

　
19
　 「
重
書
」『
品
川
区
史
料
（
九
）』（
品
川
区
教
育
委
員
会
　
一
九
九
六
）
一
三
七
頁

　
20
　  
不
白
の
句
の
禅
味
に
つ
い
て
は
丸
山
一
彦
氏
が
「
句
に
も
茶
禅
一
味
の
雅
趣
を
た

た
え
た
も
の
が
多
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。（
日
本
古
典
文
学
全
集
『
近
世
俳
句

集
』「
川
上
不
白
」
解
説
　
三
四
七
頁
）

　
21
　 

川
上
宗
雪
『
茶
人
川
上
不
白
』（
茶
の
湯
研
究
所
　
二
〇
〇
七
　
三
六
頁
）
で
は

「
不
白
帰
任
の
直
接
の
契
機
は
、
主
君
（
紀
伊
藩
江
戸
詰
家
老
水
野
忠
昭
）
の
逝

９　

お
わ
り
に

　
こ
こ
ま
で
、
川
上
不
白
『
不
白
翁
句
集
』「
春
之
部
」
で
と
く
に
茶
の

湯
に
関
係
が
深
い
と
考
え
ら
れ
る
句
を
、
茶
の
湯
を
基
盤
に
お
い
て
解
釈

し
て
み
た
。
不
白
は
江
戸
と
い
う
千
家
の
新
興
地
で
の
茶
の
湯
の
拡
大
に

あ
た
り
、
京
都
で
培
っ
た
人
脈
と
新
た
な
江
戸
で
の
人
脈
を
幅
広
く
活
用

し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
、
そ
れ
ら
の
句
か
ら
う
か
が
え
る
。
そ
の
人
脈
の

形
成
の
一
端
と
し
て
俳
諧
を
利
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
不
白
の

人
脈
も
、「
東
西
の
吟
行
三
〇
余
回
、
編
集
に
関
与
し
た
俳
書
二
〇
〇
余

部
、
免
許
し
た
判
者
四
〇
余
輩
、
門
人
三
〇
〇
〇
人
と
称
さ
れ
」22　
た
蓼

太
の
人
脈
の
広
さ
に
近
い
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
幅
広
い

貴
顕
と
の
交
流
の
な
か
で
、
俳
句
を
自
己
の
茶
の
湯
文
化
の
喧
伝
の
戦
略

と
し
て
大
い
に
活
用
し
て
い
た
実
態
も
句
の
前
書
き
な
ど
か
ら
確
認
で
き

た
。
京
都
の
人
脈
の
な
か
で
も
、
和
歌
と
同
じ
よ
う
に
堂
々
と
俳
句
を
詠

み
、
自
己
の
表
現
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
句
の
巧
拙
は
措
く
と
し
て
も
、

俳
諧
の
文
化
的
な
活
用
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
俳
諧
へ

の
傾
倒
は
、
如
心
斎
に
た
い
す
る
徹
底
し
た
忠
節
が
示
す
よ
う
に
不
白
の

も
つ
強
固
な
信
念
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
お
も
ね
ら
な

い
態
度
が
、
む
し
ろ
公
家
・
大
名
・
町
人
と
、
多
様
な
弟
子
多
く
の
門
弟

か
ら
信
頼
を
勝
ち
得
る
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

注＊
１
　  

林
屋
辰
三
郎
ほ
か
『
角
川
茶
道
大
事
典
』（
角
川
書
店
　
二
〇
〇
二
）
三
二
四
頁

　
2
　 

日
本
古
典
文
学
全
集
『
近
世
俳
句
集
』（
小
学
館
　
一
九
七
二
）
に
も
川
上
不
白

の
句
は
、「
永
き
日
や
絵
馬
を
み
て
ゐ
る
旅
の
人
」「
あ
ら
野
行
く
我
が
影
も
な
き

暑
さ
哉
」「
牛
嶋
を
猪
牙
で
行
く
夜
や
銀
河
（
あ
ま
の
が
は
）」「
浪
う
つ
て
よ
せ

来
る
勢
子
や
花
薄
」「
胴
炭
の
置
き
心
よ
し
除
夜
の
鐘
」
の
五
句
が
採
録
さ
れ
て
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去
に
因
る
と
推
察
す
る
」
と
し
て
い
る
。

　
22
　 

尾
形
仂
編
『
俳
文
学
大
辞
典
普
及
版
』（
角
川
学
芸
出
版
　
二
〇
〇
八
　
項
目
執

筆
・
加
藤
定
彦
）
九
六
八
頁

 

（
い
し
づ
か
　
お
さ
む
　
筑
波
大
学
）


